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｀
~
大
災
害
に
心
な
ら
ず
も
亡
く
な
ら
れ
た
御
霊
、
私
~
仏
の
教
え
に
導

ふ
た
ち
は
亡
き
い
の
ち
を
背
負
い
、
未
来
の
い
の
ち
~
い
、
毎
日
の
生
活
を
送
り
ま
す

。

~
を
抱
い
て
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
Q

~
二
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
撤
廃
と
人
権
啓
発
の
活
動

，

~
み
仏
の
前
に
坐
り
心
を
調
え
、
一
仏
両
祖
の
教
え
＂
に
取
り
組
み
ま
す
。

―

．

昨
年
は
東
日
本
大
震
災
・
大
津
波
‘
冒

台
風
や
大
~
を
慕
い
、
一
筋
に
仏
の
道
を
歩
ん
で
い
き
ま
し
ょ
~
私
た
ち
は
、
仏
教
の
誓
願
の
も
と
に
、
社
会
の

.
9
 

雨
、
さ
ら
に
は
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
と
、
~
う
。

＇
；

汀

中
で
、
い
じ
め
や
差
別
を
受
け
て
い
る
全
て
の

ヽ

．．
 

か
つ
て
な
い
大
災
害
に
遭
い
、
私
た
ち
は
今
も
悲
~
南
無
釈
迦
牟
尼
仏，

9
.

ヽ
•
‘
・

＇
血

~
大
び
と
の
痛
み

へ

悲
し
み
を
共
有
し
、
差
別
撤

`

`

.

E

-

’

‘
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し
み
と
不
安
の
中
に
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
福
島
~

｀
｀

~
廃
と
人
権
啓
発
の
た
め
に
歩
ん
で
い
き
ま
す

。

第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
は
、
原
発
被
災
者
の
~

u
·
·
:

1
い~
三
、
共
に
喜
び
を
分
か
ち
あ
え
る
平
和
な
社
会
の

．`
．
 

救
済
や
放
射
能
に
汚
染
さ
れ
た
環
境
の
回
復
、
風
~
＇，
．
，

＜

~
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

＾

評
被
害
の
阻
止
等
々
、
難
し
い
課
題
に
直
面
し
て
丁

~
私
た
ち
は
、
過
去
の
あ
や
ま
ち
と
戦
争
の
惨
禍

お
り
ま
す

。

私
た
ち
も
、
急
が
れ
る
被
災
地
の
復
~
曹
洞
宗
の
布
教
教
化
は
、
一
仏
両
祖
の
生
き
方
~
を
直
視
し
、
不
戦
を

誓
い
、
全
世
界
の
平
和
な

旧
復
興
の
一
助
に
な
り
た
い
と
強
く
願
っ
て
お
り
~
を
慕
い
、
坐
禅
に
親
レ
み
、
そ
の
教
え
を
自
己
自
~
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
相
互
理
解
と
協
調
の

ま
す
。

そ
し
て
今
こ
そ
快
適
さ
や
便
利
さ
を
追
求
~
身
に
実
現
し
、
人
び
と
と
共
に
生
き
る
こ
と
を
実
~
道
を
歩
み
ま
す。

~.

t̀ ’-

す
る
社
会
か
ら
脱
却
し
、
未
来
を
生
き
る
子
ど
も
~
践
す
る
も
の
で
す
。

・

~
四

‘

l
大
い
な
る
自
然
に
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

た
ち
が
笑
顔
で
生
き
て
い
け
る
、
い
の
ち
を
大
切
~
今
、
大
震
災
等
の
未
曾
有
の
大
災
害
、
ま
た
原
~
思
い
、
「
地
球
環
境
を
ま
も
る
全
曹
洞
宗
の
運

に
す
る
社
会
を
築
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
~
発
事
故
に
よ
る
放
射
能
汚
染
、
被
ば
く
と
い
う
現
~

•

動
」
（
グ
リr
ン
プ
ラ
ン
）
を
継
続
し
て．

い
き
ま

-

.

.

 

-

ん
。

~
況
の
中
に
あ
ら

て
、
仏
教
者
の
生
き
方
が
問
わ
れ
~
す
。

、

曹
洞
宗
は
そ
の
社
会
の
実
現
を
「
人
権
の
尊
重
、
~
て
い
ま
す

。

釈
尊
の
教
え
で
あ
る
智
慧
と
慈
悲
に
~
私
た
ち
は
、
大
自
然
と
ひ
と
つ
づ
き
で
あ
る
こ

平
和
の
確
立
、
環
境
の
保
全
」
の
願
い
に
託
し
て

｀

~
学
び
、
実
践
す
る
上
き
で
す
。
現
実
と
課
題
を
直
『

と
を
深
く
自
覚
し
、
未
来
の
地
球
の
姿
を
思
い
、

き
ま
し
た
。

F汎
の
願
い
に
生
き
る
こ
と
が
「
み
仏
~
視
し
、
悲
し
み
や
不
安
に
向
き
あ
い
、
支
え
あ
っ

、
~
環
境
に
配
慮
し
た
生
活
を
送
り
ま
す

。

の
絆
」
を
深
め
る
仏
教
徒
の
あ
り
方
で
す
3

1

，

~
て
一
人
ひ
と
り
の
い
の
ち
を
大
切
に
ず
る
社
会
を
＿L

五
、
孤
立
す
る
人
び
と
と
向
き
あ
い
、
支
え
ま
す
。

そ
の
た
め
、
本
年
も
四
摂
法
の
「
利
行
（
利
他
~
め
ざ
し
ま
す
。
·
`
．

．

 

~．
私
た
ち
は
、
年
間
自
死
者
数
が
一1
一
万
人
を
超
え

行
）
」
に
基
づ
き
、
「
向
き
あ
う

．

伝
え
る
支
忍
i
~
寺
院
の
あ
り
方
も
問
わ
れ
て
い
ま
す。

い
つ
~
続
け
て
い
る
現
状
を
重
く
受
け
止
め
、
自
死
者

あ
う
」
こ
と
を
さ
ら
に
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。．
~
時
代
も
人
び
と
は
寺
に
集
い
、
ご
本
尊
に
、
ご
泣

~＼

や
孤
独
死
を
出
さ
な
い
地
域
社
会
の
ネ
ッ
ト

そ
れ
は
慈
悲
の
実
践
に
他
な
り
ま
せ
ん。

~
祖
に
、
住
職
に
、
寺
族
に
悲
し
み
や
喜
び
を
打
ち

つ

ワ
ー
グ
作
り
に
努
め
、
遺
族
の
苦
悩
に
向
き
あ

道
元
さ
ま
は
「
た
だ
ひ
と
え
に
利
行
に
も
よ
ほ‘

~
明
け
た
も
の
で
す
。

「
生
き
る
よ
り
ど
こ
ろ
」
、
ま
~

、

い
ま
す

。

．
—

さ
る
る
な
り
」
と
示
さ
れ
、
仏
道
は
自
ら
の
利
を
~
た
、
「
絆
を
深
め
る
場
」
と
し
て
寺
院
の
役
割
を
~
六
、
相
手
を
思
い
や
る
利
他
行
を
実
践
し
ま
す
。

思
わ
ず
ひ
た
す
ら
他
の
た
め
に
尽
く
す
→叶と
を
説
ご
果
た
し
ま
す。

~
紅
宮
な
っ
ぱ
、
継
続
し
て
被
災
地
へ
の
支
援
を
す

い
て
お
ら
れ
ま
す
。

~
そ
し
て
、
教
化
施
策
の
柱
で
あ
る
「
人
権
の
尊
~ず
め
ま
す

。

ま
た
、
悲
し
み
と
不
安
の
中
心
芯
7

螢
山
、さ
ま
も
「
坐
禅
無
量
の
功
徳
、
一
切
衆
生
~
重
、
平
和
の
確
立
、‘環
境
の
保
全
」
の
展
開
を
す

で

る
人
び
と
に
寄
り
添
い
、
ボ
ラ
ン
テ4
ア
活
動

に
回
向
せ
よ
」
と
示
さ
れ
、
坐
禅
の
功
徳
も
人
び
~
す
め
、
本
年
度
も
「
利
行
（
利
他
行
）
」
に
基
づ
き
、
で
な
ど
利
他
行
を
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま

と
に
忠
く
す
も
の
と
示
さ
れ
ま
し
た
。
~
「
向
き
あ
う
伝
え
る
支
え
あ
う
〕
こ
と
を
こ
~
す
。

か
か
る
困
難
な
状
況
下
に
あ
る
と
き
こ
そ
、
現
~
と
さ
ら
に
す
す
め
る
べ
く
、
次
の
よ
う
に
布
教
教
~
七
、
寺
院
を
地
域
社
会
の
「
絆
を
深
め
る
場
」
に

実
と
向
き
あ
い
、

互
い
に
支
え
あ
い
、
行
動
の
中
~
化
方
針
を
定
め
ま
す
。
~
活
か
し
ま
す
。

で
教
え
を
伝
友
あ
う
、
そ
の
生
活
が
仏
教
徒
の
生
~
一
、
「
南
無
釈
迦
牟
尼
仏
」
の
お
と
な
え
の
普
及~
私
た
ち
は
、
地
域
社
会
に
積
極
的
に
は
た
ら
き

き
方
で
す

。

、

~
に
努
め
ま
す
。

I

「
ノ

~
か
け
、
寺
院
を
広
く
開
放
し
、
人
び
と
と
の
絆

J
'
 

い
の
ち
を
伝
え
育
ん
で
く
だ
さ
っ
た
ご
先
祖
、

~1

私
た
ち
は
、
「
南
無
釈
迦
牟
尼
仏
」
と
と
な
え
、~

を
創
生
し
て
い
き
ま
す

。
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宗
務
所
春
秋

二
十
三
年
度
は
宗
務
所
建
設
の
一
~

年
で
し
た
。

六
月
二
十
三
日
、
現
職
研
修
会
開
~

催
同
日
に
宗
務
所
落
慶
報
告
式
を
行
~

い
ま
し
た
。
田
中
哲
彦
統
監
老
師
の
~

ご
臨
席
を
賜
り
、
管
内
ご
寺
院
、
宗
~

務
所
各
団
体
代
表
者
、
境
内
を
お
借
~

り
し
て
い
る
法
蔵
寺
檀
徒
、
設
計
施
~

工
業
者
の
お
参
り
を
い
た
だ
き
法
要
~

を

執

り

行

い

ま

し

た

。

・

六
月
二
十
九
日
、
寺
族
研
修
会
を
~

新
宗
務
所
で
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
~

ま
で
駐
車
場
、
教
場
の
設
備
に
ご
不
~

便
を
お
掛
け
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
~

た
が
、
お
披
露
目
も
兼
ね
た
今
回
の
~

研
修
で
は
充
実
し
た
研
修
と
な
っ
た
~

も
の
と
思
い
ま
す
。

七
月
十
五
日
、
檀
信
徒
地
方
研
修
~

会
も
新
宗
務
所
で
開
催
し
ま
し
た
。
~

収
容
数
の
関
係
で
、
午
前
午
後
二
回
~

に
分
け
て
行
い
ま
し
た
。
講
師
に
篠
~

原
鋭
一
老
師
を
お
迎
え
し
、
「
菩
提
寺
~

と
の
ご
縁
を
大
切
に
」
と
題
し
て
ご
~

講

演

い

た

だ

き

ま

し

た

。

i

八
月
二
十
四
・
ニ
十
五
日
、
「
夏
休
i

み
親
子
参
禅
の
旅
」
。
坐
禅
、
写
経
、
~

写
仏
、
法
話
を
宗
務
所
で
行
い
、
宿
~

泊
は
『
国
立
吉
備
青
少
年
自
然
の
家
』
~

五
十
人

と
い
う
形
を
と
り
ま
し
た
。

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

上
記
の
他
に
、
梅
花
県
大
会
、
婦

人
会
総
会
、
人
権
学
習
会
等
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
事
前
会
議
は
宗
務
所

で
、
会
場
は
施
設
を
借
り
て
の
開
催

の
連
び
と
な
り
ま
し
た
。

土
本
所
長
か
ら
西
川
新
所
長
へ

秋
に
宗
務
所
建
設
決
算
報
告
を
済

ま
せ
、
新
年
を
迎
え
た
所
会
で
の
こ

と
で
す
。
土
本
祥
善
所
長
が
辞
意
を

表
明
さ
れ
ま
し
た
。
宗
務
所
建
設
に

粉
骨
砕
身
あ
た
ら
れ
た
お
姿
か
ら
、

慰
留
の
声
大
き
く
、
惜
し
ま
れ
つ
つ

も
退
任
と
な
り
ま
し
た
。

新
所
長
に
は
、
一
一
教
区
四
十
一
一
番

華
光
寺
住
職
西
川
光
典
師
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
西
川
師
は
教
区
長
を
二

期
務
め
ら
れ
、
宗
務
所
建
設
で
は
副

委
員
長
と
し
て
東
奔
西
走
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
た
び
の
就
任
に
あ
た
っ
て

は
管
内
諸
老
師
よ
り
、
自
坊
の
伽
藍

を
一
新
さ
れ
、
ま
た
地
域
活
動
に
活

動
さ
れ
て
い
る
手
腕
を
宗
務
所
行
政

に
振
る
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
管
区
内
ご
寺
読
諸
老
師
の
ご

支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

教

化

主

事

山

本

道
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萎

3
途
多
窒
象
¢
蜜
ご
密
合
警
彎
酋
養
羞
蓼
忌
奇
言
言
藍
詈
言
曇
言
｀
｛
，
葛
よ
贔
喜

~
私
は
、
そ
の
収
容
所
で
生
を
受
け
ま
~
奪
っ
た
大
き
な
陰
、
未
曾
有
の
大
災
害

~
し
た
。
ド
ラ
マ
の
中
で
、
当
時
の
様
~
で
し
た
。
し
か
し
、
反
対
側
に
は
光
が

~
子
や
撮
影
用
に
組
み
立
て
ら
れ
た
建
物
~
あ
り
ま
す
。
被
災
者
の
姿
を
見
て
、
日

~
を
見
て
、
是
非
そ
の
収
容
所
を
訪
ね
て
~
本
人
に
対
す
る
見
方
が
大
き
く
変
わ
り

~
見
た
い
衝
動
に
駆
ら
れ
、
昨
年
六
月
に
~
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
経
済

[
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
事
前
調
査
で
は
、
~
最
優
先
の
国
民
だ
と
忍
わ
れ
て

~
す
で
に
建
物
は
壊
さ
れ
、
何
も
な
い
原
~
い
た
よ
う
で
す
。

~
野
に
な
っ
て
お
り
、
日
本
入
に
対
し
て
~
長
い
歴
史
の
中
で
、
日
本
人

~
良
い
感
情
を
持
っ
て
い
な
い
の
で
、
危
~
の
心
の
中
に
仏
教
の
教
え
が
し

~
険
な
目
に
遭
う
か
も
知
れ
な
い
と
の
こ
~
み
込
ん
で
い
た
た
め
で
し
ょ

昨
年
六
月
一
日
付
、
岡
山
県
洞
松
寺
~
と
で
し
た
。
~
う
。
西
洋
社
会
で
は
、
日
本
の

住
職
鈴
木
聖
道
老
師
の
後
任
と
し
て
統
~
と
こ
ろ
が
、
実
際
に
現
地
に
行
っ
て
~
文
化
、
宗
教
に
強
い
関
心
を

監
の
職
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。
何
卒
宜
~
み
る
と
正
反
対
で
し
た
。
「
ジ
ャ
パ
ニ
ー
I
~

持
っ
て
い
ま
す
。
今
や
「
禅
」
は
、

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
~
ズ
・
イ
ズ
。
ワ
ン
ダ
フ
ル
」
三
ヶ
月
~
ど
の
国
で
も
通
用
す
る
言
葉
に

さ
て
、
昨
年
暮
れ
「
九
十
九
年
の
愛
」
~
前
の
東
日
本
大
震
災
報
道
の
お
か
げ
で
~
な
っ
て
い
ま
す
。

と
い
う
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
が
放
送
さ
れ
ま
]
す
°
今
夜
寝
る
と
こ
ろ
も
な
い
、
食
べ
~
現
在
、
北
米
で
は
国
際
布

し
た
。
一
昨
年
、
五
夜
連
続
で
放
送
さ
~
る
も
の
も
な
い
、
極
限
状
態
の
中
で
暴
一
教
師
が
五
十
七
名
（
日
本
国
籍

れ
た
の
を
短
く
編
集
し
、
再
放
送
さ
れ
~
動
。
略
奪
も
な
く
、
救
援
物
資
の
前
に
~
の
布
教
師
は
十
五
名
）
、
宗
門

た
も
の
で
す
。
~
整
然
と
並
ん
で
い
る
被
災
者
の
姿
に
驚
~
に
登
録
さ
れ
て
い
る
特
別
寺
読

内
容
は
、
貧
し
い
農
家
の
青
年
が
ア
｛
嘆
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
世
界
一
の
道
徳
~
は
二
十
二
、
坐
禅
の
出
来
る
禅

メ
リ
カ
に
渡
り
、
当
時
人
種
差
別
の
激
~
観
を
持
っ
た
国
民
だ
と
賞
賛
さ
れ
ま
し
~
セ
ン
タ
ー
は
二
十
六
、
登
録

し
い
中
精
進
努
力
し
て
、
ア
メ
リ
カ
社
~
た
。
~
さ
れ
て
い
な
い
禅
堂
は
何
と

会
に
定
着
し
て
い
く
物
語
で
す
。
~
「
一
方
を
照
ら
せ
ば
一
方
暗
し
'
-
光
~
二
百
五
十
あ
り
ま
す
。

厳
し
い
差
別
の
中
、
助
け
て
く
れ
―
/

9

]

が
あ
れ
ば
陰
が
あ
る
、
陰
が
あ
れ
ば
必
i
昨
年
十
月
亡
く
な
ら
れ
た

ア
メ
リ
カ
入
も
あ
り
、
や
っ
と
生
活
か
~
ず
光
が
あ
る
。
良
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
~
ア
ッ
プ
ル
社
の
剖
業
者
ス

定
着
し
た
頃
、
日
米
開
戦
に
な
り
ま
す
。
~
安
心
し
て
は
な
ら
な
い
、
反
対
側
に
は
~
テ
ィ
ー
ブ
＠
ジ
ョ
ブ
ズ
氏
は
、

日
本
人
、
そ
の
子
供
の
日
系
人
は
敵
国
~
必
ず
陰
が
あ
る
。
悲
し
い
辛
い
こ
と
が
｛
熱
心
な
参
禅
者
で
、
結
婚
式
も

人
と
し
て
、
強
制
収
容
所
に
れ
ら
れ
~
あ
っ
て
も
、
反
対
側
に
は
必
ず
光
が
あ
~
葬
儀
も
曹
洞
宗
の
作
法
で
行
わ

ま
す
。
~
る
。
東
日
本
大
震
災
は
二
万
人
の
命
を
~
れ
ま
し
た
。

―~ l l l l 9l lll 

広
島
県
聖
光
寺
住
職

椙
信
徒
地
方
研
修
会

：
 

（第 28号）

野

上

厚

徳 合

掌

~
我
々
も
、
自
信
を
持
っ
て
、
し
つ
か

~
り
と
「
正
伝
の
口
を
行
じ
て
い
き

：
た
い
も
の
で
す
。

人
権
擁
護
椎
進
主
事

平
成
二
十
三
年
十
月
三
十
一
日
~
と
が
大
事
で
す
。
と
師
匠
独
特
の
語

に
庄
原
市
浄
久
寺
様
を
北
部
会
場
、
~
り
口
で
解
り
易
く
お
話
し
く
だ
さ
り
、

十
一
月
一
日
に
三
原
市
香
積
寺
様
を
i
最
後
に
、
一
人
ひ
と
り
の
差
別
意
識

南
部
会
場
と
し
て
、
檀
信
徒
地
方
研
~
は
小
さ
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ

修
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
人
権
学
~
が
東
に
な
っ
た
時
は
大
き
な
被
害
と

習
で
は
、
講
師
に
落
語
家
の
露
の
新
~
な
る
。
「
不
当
な
分
け
へ
だ
て
」
は
や

治
師
匠
を
お
招
き
し
「
新
ち
ゃ
ん
の
~
め
ま
し
ょ
う
。
と
、
ま
と
め
て
く
だ

お
笑
い
人
権
高
座
」
を
お
願
い
し
た
~
さ
い
ま
し
た
。

処
、
師
匠
の
軽
妙
な
語
り
と
豊
か
な
i
従
来
で
は
、
こ
の
後
に
質
疑
応
答

表
情
に
、
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
各
~
の
時
間
を
取
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

寺
の
履
持
会
役
員
の
皆
様
は
、
大
き
~
師
匠
の
た
っ
て
の
希
望
も
あ
り
、
約

な
笑
い
声
の
中
に
も
何
度
も
頷
か
れ
‘
]
四
十
分
に
も
及
ぶ
落
語
「
柳
田
格
之

師
匠
の
話
に
納
得
さ
れ
て
い
る
様
子
~
進
」
を
熱
演
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
お

で
し
た
。
~
笑
い
人
権
高
座
よ
り
一
転
し
て
人
情

基
本
的
人
権
と
は
要
す
る
に
「
宝
~
話
し
の
大
作
に
、
多
く
の
護
持
会
役

の
子
」
と
し
て
生
ま
れ
て
き
た
以
上
、
~
員
の
皆
様
の
目
に
は
涙
が
浮
か
ん
で

幸
福
を
感
じ
て
笑
顔
で
生
き
る
こ
と
。
~
い
ま
し
た
。

就
職
試
験
で
点
数
が
取
れ
た
か
ら
採
~

用
さ
れ
点
数
が
取
れ
て
い
な
い
か
ら
~

落
と
さ
れ
た
な
ら
ば
そ
れ
は
区
別
、
~

で
も
点
数
が
取
れ
て
い
る
の
に
生
ま
~

れ
た
場
所
で
落
と
さ
れ
れ
ば
そ
れ
は
~

差
別
。
線
引
き
を
間
違
っ
て
は
い
け
~

な
い
。
人
は
中
身
が
大
切
で
あ
る
は
~

ず
な
の
に
背
が
低
い
と
か
頭
が
薄
い
~

と
か
、
自
分
で
は
ど
う
に
も
出
来
な
~

い
こ
と
で
差
別
を
す
る
の
は
以
て
の
~

外
で
あ
る
。
自
分
自
身
も
中
身
を
磨
~

い
て
自
信
を
も
っ
て
生
き
て
い
く
こ
~

田

中

哲

彦
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（第 28号）：



永
見
宗
務
所
長
が
就
任
し
て
丸
一
~

年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
「
い
の
ち
」
を
大
~

き
な
テ
ー
マ
に
し
て
、
宗
務
所
行
事
~

を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
~

平
成
二
十
三
年
度
は
、
特
別
な
行
~

事
は
な
く
、
例
年
通
り
の
活
動
で
し
~

こ。
↑
 教

化
関
係
は
、
六
月
か
ら
七
月
に
i

か
け
て
例
年
通
り
の
特
派
布
教
巡
回
~

が
あ
り
ま
し
た
。
現
職
研
修
を
十
月
~

に
行
い
、
本
庁
指
定
の
「
人
び
と
の
[

こ
こ
ろ
に
向
き
合
う
た
め
に
」
の
講
~

義
と
、
「
授
戒
会
に
つ
い
て
」
の
研
修
~

を
行
い
ま
し
た
。
十
月
の
寺
族
研
修
i

会
で
は
、
璧
山
禅
師
伝
を
学
び
ま
し
~

た
。
興
味
深
い
講
義
で
好
評
で
し
た
。
~

檀
信
徒
研
修
は
、
六
月
の
本
山
研
~

修
会
、
十
月
の
地
方
研
修
会
と
も
多
~

数
の
参
加
者
が
あ
り
、
禅
の
教
え
に
~

つ
い
て
学
び
実
践
し
ま
し
た
。
・

二
月
の
島
根
県
布
教
講
習
会
は
、
~

当
宗
務
所
の
主
管
で
、
元
大
本
山
練
~

持
寺
後
堂
盛
田
正
孝
老
師
に
、
「
い
の
~

ち
」
を
テ
ー
マ
に
講
義
し
て
い
た
だ
~

き
ま
し
た
。
熱
心
な
聴
講
と
活
発
な
~

質
疑
応
答
で
、
実
り
の
あ
る
研
修
に
~

な
り
ま
し
た
。

行
事
活
動
報
告

人
権
関
係
は
、
当
宗
務
所
独
自
の

も
の
と
し
て
、
八
月
に
宗
侶
寺
族
を

対
象
と
し
た
人
権
学
習
、
九
月
に
人

権
擁
護
推
進
委
員
の
研
修
を
行
い
、

差
別
の
現
状
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

梅
花
関
係
は
、
十
月
の
特
派
巡
回
、

二
月
の
宗
務
所
奉
詠
大
会
な
ど
順
調

に
務
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

平
成
二
十
四
年
度
の
行
事
に
つ
き

ま
し
て
も
、
大
勢
の
方
の
参
加
を
お

願
い
し
、
有
意
義
な
研
修
や
学
習
に

な
り
ま
す
よ
う
御
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

教

化

主

事

和

田

善

明
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本
年
度
、
当
宗
務
所
の
研
修
テ
ー
~
謂
座
と
し
て
宗
務
所
独
自
の
梅
花
養

マ
と
し
て
「
い
の
ち
」
を
取
り
上
げ
、
~
成
所
を
一
期
二
年
に
て
開
催
を
し
て

九
月
に
実
施
し
た
現
職
研
修
会
に
は
、
~
お
り
ま
す
。
雲
国
師
範
会
の
師
範
詠

特
に
「
自
死
」
の
問
題
を
取
り
上
げ
‘
]
範
の
指
導
者
層
も
厚
く
地
方
奉
詠
大

千
葉
県
長
寿
院
住
職
篠
原
鋭
一
老
師
~
会
に
は
毎
年
六
十
講
近
い
登
壇
が
あ

を
講
師
と
し
て
迎
え
、
自
死
と
直
面
i
り
、
梅
花
講
の
層
の
厚
さ
と
熱
心
さ

し
た
人
々
に
対
し
て
何
を
な
さ
ね
ば
~
は
全
国
大
会
の
招
致
に
も
大
き
な
原

な
ら
な
い
の
か
、
行
動
す
る
僧
侶
と
~
動
力
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

し
て
積
極
的
に
関
わ
る
事
の
大
切
さ
~
平
成
二
十
三
年
度
は
、
当
初
本
年

を
研
修
し
ま
し
た
。
ま
た
、
現
職
研
~
五
月
二
十
五
日
と
二
十
六
日
に
は
、

修
会
と
共
に
宗
門
護
持
会
の
研
修
会
~
島
根
県
出
雲
市
県
立
浜
山
公
園
内
の

に
は
自
死
遺
族
の
会
の
方
よ
り
、
自
~
カ
ミ
ア
リ
ー
ナ
に
お
い
て
梅
花
流
全

死
に
よ
る
目
に
見
え
な
い
差
別
や
偏
~
国
奉
詠
大
会
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま

見
に
つ
い
て
切
実
な
話
を
受
け
、
自
~
し
た
が
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
諸

死
に
対
す
る
認
識
を
新
た
に
致
し
ま
~
般
の
事
情
を
鑑
み
て
残
念
な
が
ら
中

し
た
。
~
止
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
折
に

当
宗
務
所
の
布
教
教
化
の
方
針
と
~
触
れ
て
研
修
会
開
会
時
に
は
東
日
本

し
て
、
宗
務
所
に
関
わ
る
諸
団
体
の
~
大
震
災
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
の

育
成
と
関
係
の
強
化
を
掲
げ
て
お
り
~
冥
福
を
祈
り
黙
祷
を
捧
げ
る
と
共
に
、

ま
す
。
宗
門
護
持
会
・
宗
務
所
寺
族
会
。
~
い
ず
も
曹
洞
宗
青
年
会
の
メ
ン
バ
ー

宗
務
所
婦
人
会
。
い
ず
も
曹
洞
宗
青
~
は
い
ち
早
く
現
地
復
興
の
ボ
ラ
ン

年
会
な
ど
教
化
布
教
の
支
え
と
な
る
~
テ
ィ
ア
に
参
加
し
、
義
援
金
托
鉢
も

諸
団
体
は
宗
務
所
と
連
携
を
取
り
な
~
行
い
一
刻
も
早
い
復
興
を
念
じ
な
が

が
ら
活
発
な
活
動
を
進
め
て
お
り
ま
~
ら
の
一
年
で
し
た
。

す
。
~
当
宗
務
所
は
、
梅
花
全
国
大
会
が

全
国
的
に
梅
花
講
員
の
減
少
が
問
~
二
度
に
わ
た
り
中
止
と
な
り
ま
し
た

題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
当
宗
務
~
が
、
い
つ
で
も
招
致
出
来
る
よ
う
そ

所
に
お
い
て
は
、
師
範
詠
範
の
養
成
~
の
体
制
を
整
え
て
お
く
つ
も
り
で
す
。

曹
洞
宗
島
根
県
第
二
宗
務
所

教
化
主
事

布
教
教
化
動
き

堀

江

晴

俊

人
権
擁
護
推
進
主
事

山
口
県
宗
務
所
で
は
、
昨
年
十
一
~

月
よ
り
毎
週
月
曜
日
（
正
月
。
お
盆
期
~

間
は
お
休
み
）
十
時
＼
十
六
時
、
『
和
~

尚
さ
ん
と
話
し
ま
せ
ん
か
ほ
っ
と
！
~

ダ
イ
ヤ
ル
』
と
い
う
傾
聴
テ
レ
ホ
ン
~

を

開

設

し

ま

し

た

。

＂

各
教
区
の
人
権
擁
護
推
進
委
員
さ
~

ん
を
中
心
に
、
多
く
の
有
志
の
ご
寺
~

院
さ
ま
の
ご
協
力
の
も
と
進
め
て
お
[

り
ま
す
。

現
代
は
無
縁
社
会
と
呼
ば
れ
、
過
一

疎
化
・
核
家
族
化
の
中
で
「
孤
独
」
~

を
感
じ
て
い
る
人
が
多
く
い
る
と
言
~

わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
代
の
な
か
、
孤
独
~

防
止
・
自
殺
防
止
の
一
助
と
な
れ
ば
~

と

願

っ

て

い

ま

す

。

．

「
傾
聴
」
と
は
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
[

の
世
界
で
も

I
I先
ず
傾
聰
か
ら
“
と
~

言
わ
れ
、
心
理
学
者
ロ
ジ
ャ
ー
ス
の
~

「
人
に
は
自
分
の
心
を
整
理
す
る
能
力
~

が
あ
り
、
自
分
の
思
い
を
言
業
に
だ
~

し
て
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
の
心
~

を
整
理
し
、
生
き
て
い
く
上
で
の
方
＂

向
性
を
見
つ
け
だ
す
」
と
い
う
考
え
[

方
の
も
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
]

こ
の
「
傾
聴
テ
レ
ホ
ン
」
は
、
悩
[

み
の
相
談
の
み
な
ら
ず
、
『
嬉
し
か
っ

た
こ
と
・
悲
し
か
っ
た
こ
と
：
社
会

へ
の
提
言
』
な
ど
、
電
話
を
と
お
し

て
世
間
話
や
い
ま
の
思
い
を
色
々
と

語
っ
て
い
た
だ
き
、
孤
独
や
寂
し
さ

を
感
じ
て
い
る
方
々
に
と
っ
て
「
安

心
」
や
「
幸
せ
」
を
感
じ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
「
安
ら
ぎ
寺
院
」
を
募
集

し
、
傾
聴
テ
レ
ホ
ン
を
と
お
し
て
、

写
経
や
坐
禅
、
ご
住
職
さ
ま
や
寺
族

さ
ま
と
の
語
ら
い
な
ど
を
ご
希
望
の

方
に
近
く
の
安
ら
ぎ
寺
院
を
紹
介
し
、

人
と
人
と
が
直
接
接
し
て
い
た
だ
け

る
環
境
も
つ
く
っ
て
お
り
、
現
代
社

会
に
お
い
て
寺
院
が
大
き
な
役
割
を

担
っ
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

ぉ

ゃ

？

ぉ

ー

福

（

ふ

く

）

に

ゴ

ー

お

し

ょ

う

さ

ん

電
話

0
8
0ー

2
9
2
5
!
0
4
0
3

昌

男

ゼ
ロ

孤
独

0
を
目
指
す

「
傾
聴
テ
レ
ホ
ン
」

活
動

山

本
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二
年
日
の
春

宗
務
副
所
長

ま
も
な
く
三
月
十
一
日
の
東
日
本
~
宗
務
所
会
は
、
教
区
長
八
名
が
所

大
震
災
か
ら
一
年
を
迎
え
ま
す
。
大
｛
会
議
員
と
な
っ
て
組
織
さ
れ
、
宗
議

震
災
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
皆
様
の
~
会
議
員
が
参
与
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
と
と
も
~
こ
の
た
び
、
宗
務
所
会
が
招
集
さ
れ
、

に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
の
~
次
年
度
の
事
業
計
画
案
と
予
算
案
の

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
、
一
日
も
早
]
議
案
が
上
程
さ
れ
協
議
の
結
果
原
案

い
復
興
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
~
ど
う
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

鳥
取
県
宗
務
所
の
役
職
員
も
、
最
i
二
年
目
の
春
、
宗
務
所
人
権
学
習

初
の
年
に
比
べ
て
二
年
目
の
春
を
迎
~
会
で
は
昨
年
度
は
人
権
コ
ン
サ
ー
ト

え
て
、
業
務
に
も
大
分
慣
れ
て
来
た
~
を
開
催
し
、
と
も
す
れ
ば
ビ
デ
オ
視

よ
う
に
思
い
ま
す
。
先
日
は
、
県
梅
i
聴
と
謂
演
等
受
け
身
だ
け
、
か
た
ち

花
流
第
四
十
四
回
奉
詠
大
会
が
烏
取
~
だ
け
の
学
習
会
だ
け
で
は
無
く
、
人

市
民
会
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
i
権
主
事
主
導
で
本
年
度
は
ワ
ー
ク

た
。
前
日
の
夕
方
か
ら
準
備
に
入
り
~
シ
ョ
ッ
プ
を
企
画
し
実
践
い
た
し
ま

ま
し
た
が
、
地
元
の
教
区
長
老
師
を
~
す
。

は
じ
め
、
東
部
師
範
会
の
師
範
さ
ん
~
檀
信
徒
本
山
研
修
会
、
本
年
度
は

や
詠
範
さ
ん
に
は
、
大
会
の
運
営
に
~
永
平
寺
に
二
班
編
成
で
二
百
名
ず
つ

御
尽
力
を
い
た
だ
き
、
本
当
に
お
世
~
四
百
名
で
お
参
り
す
る
予
定
で
す
。

話
様
に
な
り
無
事
園
成
さ
せ
て
い
た
i

だ
き
ま
し
た
。
継
続
は
力
な
り
と
言
~

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
来
年
度
は
~

中
部
に
て
第
四
十
五
回
の
記
念
大
会
~

を
迎
え
ま
す
。
ま
た
、
本
年
五
月
に
~

は
梅
花
流
創
立
六
十
周
年
の
記
念
奉
~

讃
大
会
も
開
催
が
予
定
さ
れ
て
お
り
~

ま
す
。
同
行
同
修
の
道
を
行
き
、
同
~

行
同
修
の
喜
び
を
分
か
ち
合
い
た
い
~

と
念
願
し
て
お
り
ま
す
。
~

瀬

田

光

範
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の
中
で
幾
人
か
の

「
学
人
の
自
己
]
が
育
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ

か
り
が
強
調
し

語
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
永
平
寺
で
す
が
、

う
法
友
と

出
逢
い
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
初
め
て

し

゜

こ
に
は
幸
い
仏
道
の
き
わ
め
て
古
風
な
形
が
残
存

お
坊
さ

で
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
は
自
ら
道
を
求
め
る
志
は
も
ち

る
よ
う

道
元
禅
師
の
教
え
に
「
仏
道

修
行
道
場
で
の
生
活
は
、

な
ら
ふ
と
い
ふ
は
自
己

昨
秋
、
中
国
新
聞
社
で
道
元
禅
師
の
足
跡
を
訪
ね
る
旅
が

寺
で
の
参
籠
は
、
在
家
の
参
加
者
も
お
お
い
に
期
待
さ
れ
る
と
こ

み
に
し
て
い
た
コ
ー
ス
の
ひ
と
つ
で
す
。
私
が
修
行
僧
と
し
て
初

年
も
前
の
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
往
事
の
事
が
昨
日
の
こ
と
の
よ

私
の
実
家
は
寺
院
で
は
な
く
、
父
は
会
社
員
で
母
は

ら
、
幼
い
頃
か
ら
両
親
の
愛
情
を
一
身
に
受
け
て
育
て
ら
れ
ま

を
あ
れ
こ
れ
あ
き
ら
め
て
、

か
ら
私
が
仕
事
を
辞
め
て

た
環
境
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
で

特
に
髯
親
の
嘆
き
様
は
尋
常
で
な
く
「
な
ん
で
あ
ん
た
が
お
坊
さ

て
首
を
縦
に
振
ろ
う
と
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
世
間
の
親
が
齢
三

て
、
ぼ
ち
ぼ
ち
結
婚
な
ど
も
し
て
落
ち
着
い
て
く
れ
る
こ
と
で
し

の
事
を
思
い
出
す
度
に
申
し
訳
な
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り

そ
れ
な
り
に
切
迫
し
た
状
況
で
も
あ

そ
れ
ま
で
の
自
分
を

ま
し
合
い
な
が
ら
道
を
学
ぶ
友
が
不
可
欠
で
す
。
そ
れ
ら
の

し
ょ
う
。
仏
道
修
行
は
決
し
て
独
り
で
出
来
る
も
の
で
は
な
い

の
枇
昇
を
全
く
知
ら
ず
に
私
は
こ
の
道
に
飛
び
込

セ
ン
タ
ー
布
教
師

仏
道

ら
ふ
と
い
ふ
は

紙

上
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一
感
謝
す
る
こ
と
の

大
切
さ
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~
の
「
ア
ナ
ロ
グ
」
的
な
行
事
で
、
ま
さ
~
大
切
な
体
験
が
で
き
た
の
で

~
に
現
代
社
会
が
求
め
て
い
る
も
の
で
あ
i
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

~
る
と
感
じ
ま
し
た
。
~
ま
た
指
導
員
と
し
て
参
加

~
そ
れ
は
参
加
し
て
い
る
子
ど
も
達
を
~
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
自
分
自

~
見
て
い
れ
ば
一
目
瞭
然
で
し
た
。
~
身
に
も
大
変
貴
重
な
体
験
と

教
化
セ
ン
タ
ー
の
主
な
行
事
と
し
て
~
初
め
は
互
い
に
緊
張
や
恥
ず
か
し
さ
~
し
て
今
後
の
布
教
生
活
に
活

毎
年
行
な
わ
れ
て
い
る
禅
イ
ン
サ
マ
ー
~
か
ら
か
、
中
々
打
ち
解
け
ま
せ
ん
で
し
~
か
せ
る
も
の
と
感
じ
て
お
り

セ
ミ
ナ
ー
で
す
が
、
参
加
し
て
み
た
い
i
た
が
、
共
に
時
間
を
過
ご
す
に
つ
れ
互
~
ま
す
。

と
思
い
な
が
ら
中
々
ご
縁
に
恵
ま
れ
て
~
い
に
良
き
仲
間
と
し
て
の
関
係
を
築
い
~
最
後
に
、
行
事
を
企
画
運

お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
度
ご
縁
~
て
い
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
~
営
さ
れ
た
セ
ン
タ
ー
役
職
員

を
頂
き
、
全
日
程
参
加
が
出
来
、
大
変
~
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
人
間
関
係
~
の
皆
様
、
ま
た
指
導
員
と
し

貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
~
の
希
薄
化
を
如
何
に
改
善
す
る
か
、
そ
~
て
参
加
さ
れ
ま
し
た
宗
侶
の

た
。
~
の
方
法
は
意
外
と
単
純
な
答
え
で
あ
る
~
皆
様
、
共
に
時
間
を
過
ご
し

私
は
初
め
て
ふ
れ
合
う
子
ど
も
達
ば
~
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
今
回
の
禅
イ
ン
~
た
子
ど
も
達
、
寿
班
の
皆
様

か
り
で
し
た
が
、
子
ど
も
達
の
中
に
は
~
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
の
よ
う
な
、
人
間
同
~
方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

再
会
を
喜
ぶ
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
ニ
~
士
が
直
接
ふ
れ
合
う
時
間
を
作
る
事
で
~

泊
三
日
の
行
事
を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と
~
す
。
そ
れ
も
「
一
対
多
数
」
で
は
な
く
、
~

は
人
と
入
と
が
直
接
ふ
れ
合
う
事
の
大
~
ニ
対
一
」
の
関
係
で
す
。
こ
れ
に
は
~

切
さ
で
し
た
。
~
時
間
も
か
な
り
か
か
り
ま
す
し
、
大
変
~

近
年
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
進
化
に
よ
~
な
労
力
も
必
要
で
す
。
し
か
し
そ
れ
だ
~

り
、
人
間
同
士
の
付
き
合
い
が
急
連
に
~
け
の
成
果
も
十
分
に
あ
る
よ
う
に
思
い
~

希
薄
化
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
時
代
に
~
ま
す
。

お
い
て
、
今
回
参
加
さ
せ
て
頂
い
た
禅
~
こ
の
よ
う
な
行
事
の
中
で
、
子
ど
も
~

イ
ン
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
は
良
い
意
味
で
~
達
に
は
人
と
人
と
が
ふ
れ
合
う
と
い
う
~

第
二
十
七
回
禅
イ
ン
サ
マ
ー

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て

平

-
＇ 

月

一
十
七
日
閲
ー
—一
十
九
日
困
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口吐‘・-
◇ヽく 文｝：ヒ：

昨
年
の
六
月
十
；
十
七
日
に
、
広

島
市
の
ア
ー
ク
ホ
テ
ル
に
於
き
ま
し
て

青
少
年
教
化
指
導
者
研
修
会
が
開
催
さ

れ
、
私
に
と
り
ま
し
て
は
、
大
変
有
意

研
修
会
に
参
加
し

~
交
え
軽
快
な
お
話
で
楽
し
く
聴
か
せ
て

~
頂
き
ま
し
た
。

~
仏
教
の
始
ま
り
と
し
て
、
ま
ず
イ

~
ン
ド
の
歴
史
か
ら
紐
解
い
て
い
か
れ
、

~
ア
ー
リ
ア
人
（
聖
な
る
民
族
）
の
イ
ン
ド

去
る
平
成
二
十
三
年
九
月
十
五
・
十
六
~
へ
の
侵
攻
に
よ
っ
て
原
住
民
族
の
生
活

日
の
両
日
、
中
国
管
区
教
化
セ
ン
タ
ー
~
が
一
変
し
て
い
き
、
そ
こ
か
ら
カ
ー
ス

主
催
の
布
教
協
議
会
・
講
習
会
が
松
江
~
ト
（
色
）
の
差
別
が
始
ま
っ
た
こ
と
が
、

市
松
江
ニ
ュ
ー
ア
ー
バ
ン
ホ
テ
ル
に
~
カ
ー
ス
ト
制
度
だ
そ
う
で
す
。
こ
う

て
、
花
園
大
学
教
授
、
佐
々
木
閑
先
~
い
っ
た
歴
史
が
有
っ
た
か
ら
こ
そ
お
釈

生
を
講
師
に
お
招
き
し
「
仏
教
を
現
代
~
迦
様
が
出
家
さ
れ
た
ひ
と
つ
の
理
由
で

に
生
か
す
」
の
テ
ー
マ
で
ご
講
演
を
頂
~
は
な
い
か
と
思
う
と
こ
ろ
で
す
。

き
ま
し
た
。
~
仏
教
と
は
心
の
中
に
苦
し
み
や
悩
み

佐
々
木
先
生
の
講
習
会
に
参
加
す
る
~
が
生
ま
れ
る
理
由
を
考
え
、
そ
の
原
因

の
は
二
回
目
で
し
た
が
、
ユ
ー
モ
ア
を
~
を
取
り
除
く
事
が
出
来
れ
ば
苦
し
み
を

~
消
す
事
も
出
来
る
と
考
え
、
そ
し
て
、

｛
苦
し
み
の
原
因
は
、
自
分
中
心
の
不
合

~
理
な
考
え
だ
と
悟
っ
た
そ
う
で
す
。

~
世
の
中
に
は
、
様
々
な
も
の
が
原
因

~
と
結
果
と
な
っ
て
動
い
て
い
ま
す
。
と

~
こ
ろ
が
、
私
達
は
物
事
を
自
分
中
心
に

~
考
え
て
し
ま
い
執
着
し
ま
す
。
そ
の
結

~
果
、
現
実
と
の
違
い
が
生
じ
、
苦
し
み

~
が
生
ま
れ
る
の
で
す
。
こ
の
不
合
理
性

~
の
こ
と
を
無
明
と
呼
ぶ
そ
う
で
す
。
し

~
か
し
、
苦
し
み
の
原
因
が
分
か
っ
て
も
、

セ
ン
タ
ー
布
教

~
そ
れ
は
我
々
に
染
み
付
い
て
い
ま
す
か

~
ら
、
す
ぐ
に
は
消
せ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

~
日
々
の
努
力
が
必
要
と
さ
れ
る
の
で

~
す
。
仏
教
の
基
本
は
全
て
の
人
は
平
等

~
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
誰
も
が
強

~
い
意
志
を
持
て
ば
、
自
分
で
自
分
の
心

~
を
変
え
ら
れ
、
釈
迦
と
同
じ
道
を
辿
れ

~
ば
、
釈
迦
と
同
じ
悟
り
に
達
す
る
こ
と

~
が
出
来
る
そ
う
で
す
。
時
間
の
足
り
な

一
い
熱
心
な
講
習
会
で
し
た
。

~
と
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
日
々
の
檀
務

3
 

一
~
に
追
わ
れ
て
い
る
と
、
出
来
る
だ
け
余

一
~
計
な
事
は
し
た
く
な
い
、
面
倒
く
さ
い

i
~
事
は
し
た
く
な
い
と
考
え
た
り
、
そ
う

[
i
―
~
し
た
り
す
る
事
が
多
々
有
り
ま
す
。
し

i
~
か
し
我
々
は
、
人
々
の
苦
し
み
に
寄
り

一
~
添
い
、
苦
し
み
を
生
き
る
力
に
変
え
、

~
義
な
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。
な
か
で
~
共
に
仏
の
道
を
歩
む
。
こ
れ
が
僧
侶
の

~
も
、
藤
田
雄
峰
師
に
よ
る
講
義
は
、
大
~
本
来
の
有
る
べ
き
姿
で
あ
る
と
、
改
め

~
変
刺
激
に
な
り
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
~
て
心
に
念
じ
、
今
ま
で
の
自
分
の
姿
に

~
師
の
演
題
は
『
青
少
年
教
化
に
お
け
~
反
省
し
ま
し
た
。

~
る
僧
侶
の
あ
り
方
』
で
、
一
日
目
の
講
~
資
料
の
冒
頭
に
、
現
在
見
え
な
い
と

~
義
は
「
曹
洞
宗
に
お
け
る
青
少
年
教
化
~
こ
ろ
で
、
多
く
の
子
供
達
が
ス
ト
レ
ス

~
（
現
代
の
教
化
の
特
徴
。
現
状
と
課
題
）
」
~
を
抱
え
、
生
き
辛
さ
を
感
じ
て
生
き
て

]
「
青
少
年
教
化
に
お
け
る
僧
侶
の
あ
り
~
い
る
…
、
と
あ
り
ま
し
た
。
戦
後
、
日

~
方
（
僧
侶
と
し
て
の
基
本
・
行
学
•
あ
~
本
は
高
度
経
済
成
長
の
道
を
突
き
進

~
り
方
）
」
「
ま
と
め
」
と
い
う
構
成
で
し
~
み
、
今
や
世
界
の
経
済
大
国
に
な
り
ま

]
た
。
考
え
さ
せ
ら
れ
る
箇
所
も
有
り
ま
~
し
た
。
し
か
し
華
や
か
さ
の
裏
で
、
日

~
し
た
。
中
で
も
「
現
代
の
青
少
年
教
化
~
本
人
の
心
は
失
わ
れ
、
人
々
は
孤
独
に

[
の
現
状
と
課
題
」
の
所
で
、
師
は
、
青
~
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
核
家
族
化
が
進

：
少
年
教
化
減
少
の
原
因
の
一
っ
に
、
「
現
]
み
‘
仕
事
に
追
わ
れ
る
両
親
。
家
に

：
状
に
対
す
る
宗
門
僧
侶
の
危
機
意
識
の
~
帰
っ
て
も
誰
も
居
な
い
等
、
現
代
の
子

~
欠
如
、
問
題
意
識
の
低
下
に
も
原
因
」
i
供
た
ち
は
、
親
か
ら
愛
を
受
け
れ
ず
に

~
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
私
は
、
こ
~
育
ち
、
心
に
穴
が
開
い
た
ま
ま
成
長
し

~
れ
は
私
自
身
の
事
な
の
で
は
な
い
か
、
~
ま
し
た
。
私
は
、
そ
の
結
果
が
、
現
代 平

成
二
十
三
年
六
月
十
六
日
ー
十
七
日

於
広
島
市
・
ア
ー
ク
ホ
テ
ル

メ
イ
ン
講
師
福
島
県
正
法
寺
藤
田
雄
峰
師

~
の
青
少
年
問
題
に
繋
が
る
部
分
が
有
る

~
と
考
え
て
い
ま
す
。

~
講
義
の
半
ば
、
「
求
め
ら
れ
て
い
る

~
僧
侶
」
と
い
う
項
目
が
有
り
ま
し
た
。

~
心
の
時
代
と
言
わ
れ
る
今
、
私
た
ち
僧

~
侶
は
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

広
島
県
洞
門
寺
住
職

三

好

秀

範

化

会

花園大学教授 佐々木閑先生

セ
ン
タ
ー
布
教
協
議
会
⑮

講
習
会
に
参
加
し
て

＾
デ
講
習
会

島
根
県
慈
照
院
住
職

佐

瀬

予、1

平
成
二
十
三
年
九
月
十
五
日
5
十
六
日

於
松
江
市
・
松
江
ニ
コ
ー
ア
ー
バ
ン
ホ
テ
ル

メ
イ
ン
講
師
花
園
大
学
教
授
閑
先
生
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お 知 ら せ

開催日：平成24年7月25日〔水〕～
講 師：佐瀬道淳老師、豊来家玉之助師匠

参加費：子ども（中学生以下） 1万円〔2泊3日宿泊情音費用。保険。記念写真代込〕

大 人 2万円〔2泊3日宿泊・諸費用・保険。記念写真代込〕

集合時刻： 7月25日（水）午後12時半より受付 13時開会式

集合場所：国民宿舎くにびき荘（※宿泊も同所）

〒699-0812島根県出雲市湖陵町二部1230TEL0853-43-2211 

主催：曹洞宗中国管区教化セ
〒722-0033尾道市東土堂町17-29 天寧寺内

TEL(0848) 25-2855 FAX(0848) 25-4148 

http://kyouka,-ch ugoku "com 

※諸事情により内容が変更することもございます。こ了承下さい。

◎13時よリ開会式

◎佐瀬老師からの坐禅指導
◎お楽しみ会 くにびき荘泊

◎朝のおつとめ

◎班別行動窟題

◎花の郷見旱押し花体験

◎出雲大社参拝

◎温水プール

◎キャンドルサービスくにびき荘泊

◎朝のおつとめ

◎竹とんほ制作実演

◎さよならパーティー

昨
年
十
月
に
米
子
市
皆
生
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
「
中
国
管
区
研
修
会
」
で
、

私
が

II

会
員
の
誓
い
“
を
唱
え
る
と
い
う

有
り
難
い
体
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

思
わ
ぬ
依
頼
に
戸
惑
い
つ
つ
も
、
お
引

き
受
け
は
し
た
も
の
の
、
婦
人
会
会
員

と
し
て
の
体
験
も
浅
く
、
中
国
大
会
は

初
参
加
で
す
の
で
、
様
子
も
分
か
ら
ず

と
て
も
不
安
で
し
た
。
大
勢
の
人
の
前

で
唱
え
る
緊
張
や
恥
ず
か
し
さ
も
あ
り

ま
し
た
が
、
何
よ
り
気
に
か
か
っ
た
の

は
、
自
分
が
こ
の
言
葉
を
唱
え
る
に
相

応
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

曹
洞
宗
婦
人
会
の
目
的
は
、
荒
れ
て

き
た
社
会
に
対
し
て
正
し
い
仏
の
教
え

を
学
び
、
寺
院
と
檀
信
徒
の
力
で
明
る

い
社
会
に
し
よ
う
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ

「
会
員
の
誓
い
」
を

~
る
事
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

~
自
分
は
実
行
で
き
て
い
る
だ
ろ
う
か
と

~
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

~
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
趣
昧
な

~
ど
、
や
り
た
い
事
を
や
ら
せ
て
も
ら
っ

~
て
い
る
の
で
す
が
、
や
る
べ
き
事
は
？

~
と
考
え
る
と
、
反
省
点
が
い
ろ
い
ろ

•
…
…
。
今
、
そ
れ
を
や
っ
て
行
か
な
け

~
れ
ば
と
、
一
っ
ず
つ
努
力
し
て
い
る
と

~
こ
ろ
で
す
。
又
、
こ
れ
を
機
に
、
以
前

~
か
ら
気
に
な
っ
て
い
た
、
古
本
を
出
す

~
運
動
（
シ
ャ
ン
テ
ィ
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ

~
ア
会
）
に
行
動
を
起
こ
す
こ
と
が
出
来

~
ま
し
た
。

~
今
回
の
よ
う
な
研
修
や
法
話
を
聞
か

~
せ
て
頂
く
機
会
が
あ
る
お
陰
で
、
自
分

~
を
振
り
返
り
、
少
し
で
も
浄
化
・
向
上

~
し
て
い
こ
う
と
思
い
起
こ
す
こ
と
が
出

~
来
ま
す
。
そ
し
て
自
然
に
周
り
の
人
へ

~
の
感
謝
の
気
持
ち
が
湧
い
て
き
ま
す
。

~
ま
だ
ま
だ
欲
望
の
多
い
私
で
す
が
、
研

~
修
の
機
会
を
大
切
に
し
て
、

~
お
し
み
な
い
心
で
…
…

~
や
さ
し
い
笑
顔
で
…
…

~
幸
せ
を
願
っ
て
…
…

~
手
を
と
り
合
っ
て
…
…

~
こ
の
言
葉
を
胸
に
、
思
い
や
り
の
心

~
で
皆
と
仲
良
く
、
今
を
精
一
杯
生
き
た

~
い
と
思
い
ま
す
。

曹

宗

婦

中
国
管
区

鳥
取
県
梅
翁
寺
婦
人
会

中

澄

江

平
成
二
十
三
年
十
月
十
三
日
S
十
四
日

於
米
子
市
・
皆
生
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
天
水

メ
イ
ン
講
師
田
中
良
昭
老
師

先
般
四
月
一
日
付
に
て
、
中
国
管
区
教
化
セ

ン
タ
ー
の
主
監
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
も
と

よ
り
浅
学
非
オ
の
身
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
中

国
管
区
に
お
け
る
主
監
の
責
任
を
重
く
受
け
止

め
、
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
る
教
化
セ
ン
タ
ー
と

な
る
よ
う
統
監
老
師
を
補
佐
し
、
教
化
の
企
画

と
実
践
に
精
進
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
私
は
永
年
に
亘
り
宗
門
の
国
際
布
教

に
携
わ
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、
宗
教
や
生
活
習

慣
、
考
え
方
が
異
な
る
人
々
に
仏
教
を
説
く
難

し
さ
を
些
か
経
験
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の

要
と
な
っ
た
の
は
、
「
意
味
の
説
明
」
で
あ
り

ま
し
た
。
坐
禅
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
合
掌
か

ら
読
経
に
至
る
ま
で
、
全
て
の
こ
と
に
説
得
力

の
あ
る
説
明
が
必
要
と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
は
、
核
家
族
化
や
欧
米
化
が
進
ん
だ
、
日
本

国
内
に
お
い
て
も
同
様
で
、
「
わ
か
り
や
す
く
、

説
得
力
の
あ
る
」
教
化
活
動
が
求
め
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
存
じ
ま
す
。

私
の
在
任
中
は
、
そ
の
こ
と
を
心
に
と
ど
め

主
監
の
任
に
当
た
っ
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
何
卒
よ
り
一
層
の
ご
協
力
と
ご
教
導

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

広島県禅昌寺住職

横 山泰賢

t
監
就
任
の
こ
挨
拶
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平成24年度事業計画 （平成24年4月1日～平成25年3月31日）

月 日 行 事 備 考

3（火）～ 4（水） 全国教化センター連絡協議会 宗務庁

4 
12（木） 教化活動推進委員会・企画委員会 広島市 ホテルニューヒロデン

26（木） センター布教師協議会 広島市 ホテルニューヒロデン

下旬 中国管区教化センター報第28号発刊

5 10（木）～11（金） 人権三者協議会 松江市 ニューアーバンホテル

6 
曹洞宗婦人会中国管区役員会

11（月）～12（火） 青少年教化指導者研修会 島根県益田市 三好家

7 
10（火）～11（水） 管区役職員人権啓発研修会 松江市 ニューアーバンホテル

25（水）～27（金） 第28回子ども禅インサマーセミナー 出雲市 国民宿舎くにびき荘

8 ， 11（火）～12（水） センター布教協議会・講習会 島根県益田市 三好家

10 10（水）～11（木） 曹洞宗婦人会中国管区研修会 山口県長門市大谷山荘

1（木） 教化活動推進委員会・企画委員会 広島市

11 9（金） 禅をきく会〔管区センター主催〕 雲南市加茂文化ホール ラメール

30（金） 禅をきく会〔本庁主催〕 山口市健康づくりセンター

12 

1 下旬 中国管区教化センター報第29号編集会議

2 

3 

4月～3月（毎週土・日） ラジオ放送「今日のこころ 私のこころ」 RCC中国放送（キー局）

4月～3月（第1•3土） 中国新聞文化講座「やさしい禅入門」 広島市 クレドビル教室

4月～3月（第3火曜日） 中国新聞文化講座「坐禅のすすめ」 広島市 メルパルク教室

6月7日（木）～8日（金） 宗門護持会中国地区管区集会 松江市ホテル一畑

2月19日（火）～20日（水） 管区布教委員長・役職員会議 島根県第一宗務所管内（予定）

■センター役職員

統監 田中哲彦 聖光寺 〒732-0048 広島県広島市東区山根町29-1 〇(082)264-1220

主 監 横山泰賢 禅昌寺 〒720-0824 広島県広島市東区戸坂山根3-2-7 ~ (082)229- 0618 

賛 事 檀 上一 祥 吉祥寺 〒722-2416 広島県尾道市瀬戸田町林686 ~ (0845)27- 0719 

賛 事 藤尾純 也 観音寺徒 〒716-0311 岡山県高梁市備中町平川6777 〇(0866)45-2003

昨
年
六
月
よ
り
新
統
監
、
本
年
四
月

よ
り
新
主
監
の
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

今
ま
で
同
様
、
布
教
教
化
活
動
の
実
践

に
全
力
を
注
ぐ
べ
く
、
役
職
員
一
丸
と

な
っ
て
精
進
い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。
尚
、
セ
ン
タ
ー
報
の
お
届
け
が
遅

れ
ま
し
た
こ
と
、
深
く
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
本
年
度
、
当
教
化
セ
ン
タ
ー
で

は
、
布
教
教
化
方
針
の
実
践
に
貢
献
で

き
る
よ
う
「
分
か
り
や
す
い
仏
教
」
を

テ
ー
マ
に
掲
げ
、
各
種
研
修
会
、
講
習

会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
更
な
る
布

教
教
化
の
一
助
と
な
り
ま
す
よ
う
、
ま

た
宗
侶
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
意
義

深
い
内
容
と
な
り
ま
す
よ
う
、
切
に

願
っ
て
お
り
ま
す
。
特
に
布
教
講
習
会

で
は
、
志
あ
る
宗
侶
皆
様
の
実
演
を
通

じ
て
、
共
に
学
び
あ
え
る
良
い
参
究
の

場
と
な
る
よ
う
企
画
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
理
解
ご
協
力
の
ほ

ど
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

来
年
、
当
教
化
セ
ン
タ
ー
は
開
所

四
十
周
年
を
迎
え
る
為
、
管
内
所
長
老

師
を
中
心
に
ご
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
、

記
念
事
業
を
考
案
中
で
す
。
何
卒
、
お

気
付
き
の
点
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

ご
法
助
賜
り
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

編
集
後
記
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